
２月最終日は世界希少・難治性疾患の日（RDD）

RDD medU-netフォーラム 2026

2026年3月21日(sat) 14:00-16:30
オンライン配信（Zoom） 参加無料

medU-net事務局 （担当:磯部・八十） E-mail: medu-net.tlo@tmd.ac.jp

RDD 事務局からのメッセージ

関西医科大学 大町 太一 講師
メタバースによる小児がん患者・家族のピアサポート空間の創出

聖マリアンナ医科大学 中島 誠 助教
HTLV-1関連脊髄症の病態解明に基づく治療薬開発の可能性

東京科学大学 細矢 匡 准教授
デジタルヘルステクノロジーを活用した SLE の診療ガイドプログラム

医療機器の開発 ～デジタルバイオマーカー開発への展望～

休憩

意見交換・企画アイデアブレスト
全員参加型 講演者 × medU-net有志 × 参加者

世界希少・難治性疾患の日（RDD）に合わせて、 RDD medU-netフォーラムを開催します。患者・
家族の皆さまの声・ニーズにも耳を傾けながら、希少・難治性疾患等の研究から創薬・医療機器等の
社会実装に結び付けていく産学官連携活動の加速を目指していきます。第4回目の開催となる今年は、
「希少・難治疾患のWell being実現を目指して」をテーマに、患者・家族や市民皆さんと一緒に、Well
being実現のヒントを考える機会にしたいと思います。

申込
フォーム

申し込みフォームリンク (Googleフォーム）
※アクセス制限がある場合は、下記事務局宛にご連絡ください。
※medU-net個人会員(無料)の会員登録も併せてご検討ください。

【3/18締切】
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RDD2026公認開催
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～ 患者と研究者の対話から生まれるイノベーションの可能性 ～

希少・難治疾患の
Well being実現を目指して
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